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・事実を正確に伝えている点や相手の話をよく聞いている点などのよい点を価値付けたり，解決した（または解決しなかった）ポイントが何だったのかを明確にしたりする。





・安易に裁判に任せればいいのではなく，まずは自分たちで解決しようとする姿勢をもたせたい。





様々な方法が考えられるが，紛争を放置することが社会秩序の混乱につながりかねず，国家による紛争解決手段（民事裁判）が用意されている。





●他人の意見も聞いて参考にしていく。


●少し時間を空けてもう一度話し合ってみる。


●裁判を起こして解決を試みる。





私たちの生活の中で様々な紛争があるが当事者同士で話し合って解決しなかった時はどうしたらよいか。





●解決したペアだけではなく，未解決のペアの話もよく聞いて，違いを理解する。





それぞれのペアでどのような状況（解決または未解決）になったか，話し合いの内容とともに教えてほしい。





●ワークシート１のけんかの事例と二人の主張を読み，春菜と秋穂の紛争状況を理解し，話し合いのルールを決めて解決を図る。





ペアで春菜と秋穂になりきり，話し合いによるけんかの解決をしてみよう。





●生徒の身近にある紛争（二人以上の者が利害をめぐって対立している状態）を挙げる。





普段の生活の中でけんかをすることはあるか。





日常生活における紛争





司　法





日常の紛争解決と民事裁判





１時間





単元の指導計画





第３





第１時





●裁判官が公平な第三者として，ＸさんとＹさんの主張を聞き，この主張を総合的に考慮して，法律に当てはめ結論を出すことを理解する。





あなたが裁判官だったら，Ｙさんに対して「Ｘさんにいくら支払え」という判決を下すのか。


ワークシート２に金額とその理由を書いてみよう。





・民事裁判では，当事者双方が自分の主張を裏付ける証拠を集めること，裁判官は当事者の主張を聞き，当事者が提出した証拠に基づいて判断


することに触れる。





・民事裁判は損害の賠償（金銭の支払いなど）という形で紛争解決策を示すことを理解させる。友達と意見交換させ，より公正な判決を導き出させる。





●ワークシート２の主張を，どちらの主張として使用できるか考え，分類する。





ＸさんとＸさんの弁護士，ＹさんとＹさんの弁護士それぞれの立場で今回の出来事について主張できることを整理しよう。





●ワークシート２の民法709条を読み，①故意（わざと）・過失（うっかり）により，②誰かの権利（生命・身体・財産）に損害を与えた場合には，その損害を賠償する責任があることを理解する。





民事裁判による解決





・一つの交通事故で，民事・刑事両方の裁判が行われることを理解させる。





・実際には，保険会社と契約をしていれば，まずは保険会社が当事者間に入って，調整役となってくれることを伝える。





●今回の事例では，交通事故を起こしたＹさんは，Ｘさんに与えた損害を賠償するという民事責任，刑罰を受けるという刑事責任，交通違反による減点を受ける行政責任が生じる。


●この紛争は，どうも話し合いでは解決せず，民事裁判になった。民事裁判になると「法に基づく解決」なので，この場合に使われる法律を説明する。





・生徒に事故の状況を正確にとらえさせるために，事故の状況を図示したワークシート２を活用する。





●ワークシート２の交通事故の事例を読み，状況を把握する。





交通事故の事例から裁判についての理解を深めよう。





紛争の具体例としての交通事故





判決以外に


示談や和解も


あるんだね





公正な判決を


導き出せたかな





・判決以外にも「示談」「和


解」など様々な解決方法がとられていることを着目させる。その際，経済的な側面以外に「お互いの気持ちにしこりが残らない」「早く結論が


出る」などの視点を示唆し，紛争解決に必要な方策を多面的・多角的に考えさせる。





民事裁判は当事者では解決が困難な紛争に対して，第三者による法に基づく解決を図る役割を果たしている。訴えた人が原告となり，訴えられた人が被告となって主張し合い，判決以外にも「示談」「和解」などの様々な解決方法がとられている。





●民事裁判の過程と機能を理解する。





単元の指導計画





第３





民事裁判の過程と機能





●Ｘさんに質問です。「痛いよ，気を付けて。」の注意はどのような言い方でしたか。


●Ｘさんに質問です。突き飛ばされたとき，手には何か持っていたのですか。


●Ｙさんに質問です。どうして突き飛ばしたのですか。


●Ｙさんに質問です。どうして逃げたのですか。





・友達と意見交換する時は，質問内容だけではなく，質問の意図も伝え合う。また，その中で事実をより明らかにするために新たな質問を生み出


していく。





・公平な第三者として審判を下すために，事実を明らかにする過程を体験させる。





あなたが裁判官だったら，ワークシート５の電車における傷害事件の様子をはっきりさせるためには，ＸさんとＹさんにどのような質問をしたらよいだろうか。理由とともに考えてみよう。





●裁判官…双方の言い分を聞き，判決を下す。


●検察官…犯罪を立証し，刑の言渡しを求める。


●被告人…自分が犯人として行ったと疑われている行為について，裁判を受ける。


●弁護人…被告人の言い分を裁判官に伝え，被告人を弁護する。





・民事裁判では被害を受けた当事者が訴えを起こすが，刑事裁判では検察官が起訴するなど民事裁判との違いに着目させながら説明する。





刑事裁判に関わる人々の役割





・民事裁判と比較しながら刑事裁判を学ぶ意識付けをする。





ワークシート４の裁判に関わる立場と役割を写真の人物と結び付ける。





●「加害者のＹさんが逃げている」「暴力をふるっている」などの刑事事件になる要素を発表する。


●今回は刑事事件に着目することを理解する。





刑事事件の具体例





ワークシート３の電車における傷害事件と前回学習した交通事故の事例の違いを挙げよう。





１時間





第２時





民事裁判との比較で見る刑事裁判





・各裁判所の役割にも触れながら，三審制の意義を理解させる。





三審制の過程と意義





●簡易裁判所や地方裁判所から始まり，最高裁判所で争われることもあるんだ。


●人権を守り，公正な裁判が行われるために三審制がとられているんだ。





今回の交通事故の事例をもとに，資料１の図で，三審制について説明する。





●あらかじめルール（この場合は刑法）があるからＹさんは処罰されるんだ。


●今回の事例も民事責任だけではなく，刑事責任も負うんだ。


●令状がなければ逮捕することはできないんだ。


●刑罰は人々が安心して暮らせる社会を維持するためのものなんだ。


●民事裁判は被害を受けた当事者が訴えを起こすが，刑事裁判では検察官が起訴するんだ。





・あらかじめルールを作り，どのような行為をすれば，どのような処罰を受けるかを決めておくことによって，そのルールに反しない行為については処罰を受けないことや，刑罰は人々の共存を保障する法秩序を維持するためのものであることも理解させる。





・司法権の独立についても説明をする。





ワークシート６の○×クイズで刑事責任の特徴を理解しよう。





公正な裁判を行うためにはどのようなことが大切になってくるのだろうか。





刑事裁判の過程と機能





●よく聞いたり，調べたりして事実を明らかにすることや思い込みや疑わしいだけでは罰しないことが大切だ。





ワークシート６





単元の指導計画





第３





裁判員裁判の特色





・資料３に各事例の要点や気付きを記入するように指示する。





裁判員裁判の事例を読み，要点や気付きを整理する。





●従業員のいる建造物への放火，殺人，危険運転による死亡事故，営利目的による覚せい剤の密輸入，強盗致傷。


●被告人と被害者がいる。


●やってはいけない行為や不正を行っている。


●周囲の人が傷付けられたり，危険な目にあって，損害を被っている。


●被告人は孤立している。





裁判員になったら，裁判員裁判ではどのように判断すればよいのだろうか？





●裁判員は，「名簿の作成」「候補者への通知・調査票の送付」「事件ごとに名簿の中からくじで選定」「選任手続き期日のお知らせ・質問票の送付」「選任手続」「裁判員の選任」といった手続きで選ばれる。


●裁判員の役割は，「審理」「評議」「判決」を行うことだ。





・裁判員裁判のしくみの要点を押さえる。





・教科書，資料集，法務省，最高裁判所，日本弁護士連合会のホームページの関連資料を利用する。





裁判員裁判の仕組みを理解する。





●裁判官以外に，裁判員がいる。


●裁判員裁判では，一般市民の感覚を裁判に反映する目的がある。


●誰もが裁判員になる可能性がある。


●裁判員裁判は，刑事裁判の一種である。





・裁判の写真などを用意する。


　資料２（参照）


・第１時と第２時での裁判に関する学習を生かした発言を促す。





裁判員の加わる裁判と加わらない裁判の写真などを比較し，裁判員裁判での裁判員に関心をもつ。





第３時





裁判員として裁判に参加する





１時間





裁判員裁判の目的





資料４


・「お金を作って，使ったか」を生徒を指名して読ませる。


・「お金を作って，使ったか」をもとに，「不正と損害は何か」「不正と損害の重大さ」「不正と損害を与えた人」「不正と損害を被った人」を確認する。


・社会に偽造通貨が出回ると，通貨の信用が損なわれ，その通貨を利用した経済活動が停滞してしまうおそれがあることを確認する。





裁判員裁判での判断





「お金を作って，使ったか」を読み，裁判員裁判の事例を理解する。





・各事例から読み取ったことから，共通点や相違点を考えて，ワークシートに記入するように指示する。


・最高裁判所の公表する平成25年の裁判員裁判対象事件数は，1465件であった。対象となった重大な犯罪は，強盗致傷，殺人，現住建造物等放火，傷害致死，（準）強制わいせつ致死傷，（準）強姦致死傷，覚せい剤取締法違反の順に多い。





裁判員裁判の事例から共通点や相違点を見付けることで，裁判員裁判の特色を掴む。





●裁判員裁判は，刑事事件を取り扱っている。


●裁判員裁判の事例は，重大な犯罪が扱われている。





単元の指導計画





第３





●グループで，使用する目的で通貨を偽造したことの証拠となるかならないか，偽造通貨と知って使用したことの証拠となるか，ならないかを話し合う。


●クラス全体で，使用する目的で通貨を偽造したことの証拠となるかならないか，偽造通貨と知って使用したことの証拠となるか，ならないかをどのように考えたかを発表する。


●裁判員裁判の事例の場合，どのように判断し，解決することが公正かを考える。





裁判員裁判の事例をもとに，使用する目的で通貨を偽造したことの証拠となるかならないか，偽造通貨と知って使用したことの証拠となるか，ならないかを考える。





・証拠Ａから証拠Ｊが，「本物のお札として使用する目的で，使われた偽札を作ったか」「偽札であると知っていて，偽札を使ったか」のいずれに


ついて，被告人にとって不利あるいは有利な事情になるのかを考える。





・人の話については，その話がどれだけ信用できるのか，物の証拠についてはどれだけ関係があるのかを考えるよう支援する。





・「不正をただしたり，損害を回復するには何ができるか」「不正をただしたり，損害を回復するための対応が適切か」という視点をもって，「お金を作って，使ったか」を考えさせる。





●ワークシート７「『お金を作って，使ったか』の証拠をもとに考えよう」に，個人で考えを記入する。


●記入に当たり，「使用する目的」の証拠になるのか，「被告人が偽造した」証拠になるのか，「被告人が偽札と知っていた」ことの証拠になるのか，「被告人が使用した」ことの証拠になるのかを意識させる。





●適切に事実を確認する必要がある。


●証拠に基づき判断するようにする。


●適切に量刑を考え，判断する必要がある。


●本当に間違いないかしっかり考える。


●当事者の話をきちんと聞く。


●公正なものの見方や考え方が大切だ。


●裁判員になったら責任をもって裁判に参加する。


●一人ひとりの人権を大切にする必要がある。


●一人ひとりがよりよく生きるためにどうすればよいか考える。





・自分の考えをまとめるよう指示する。


・生徒の多様な意見を尊重する。


・裁判員として裁判員裁判に参加する意味に着目させるよう促す。





裁判員になったら，裁判員裁判ではどのようなことに気を付けるべきだろうか。





・様々な生徒の意見を尊重する。





●様々な経験や知識をもった市民が裁判に参加することで，様々な角度から証拠を検討することができる。


●市民が，社会のできごとに関心をもつことは大切だ。





裁判員の役割





なぜ，事件と全く関係ないのに，裁判員として裁判に参加するのだろうか。





単元の指導計画





第３








